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１．取り組み方針

◎Ｈ－ⅡＡをﾍﾞｰｽとした大型ロケットの産業化に取り組む。

◎産業化を実現するため、企業の自主努力と併せ関係機関への支援要請

　　を展開する。

◇大型ロケット（Ｈ－ⅡＡｼﾘｰｽﾞ）の位置づけ
　

　　・我国が独自に、必要な時期に必要な機器等を宇宙空間に輸送でき
　

　　  る様、自律性、自在性のある大型ロケットを保有する事は、国の
          安全確保に必須である。
　　
　  ・大型ﾛｹｯﾄ分野は、国内政府ﾐｯｼｮﾝからの要請に加え、世界の商業
         衛星打ち上げ市場に於いても安定的需要の見込める魅力のある
         分野で、各国の主要ﾛｹｯﾄﾒｰｶが凌ぎを削るなか、H-ⅡAは技術､価
　　 格面からも遜色がない。

-　１　-



　（１）　国内政府ﾐｯｼｮﾝ

　　　・ＮＡＳＤＡ計画中心、標準型、増強型を併せて２～３機／年で現状は推移。

　（２）　国　内　商　業

　　　・国内民間通信事業者（SCC、JSAT等）は、１～２機／２年程度と想定される。

　（３）　海　外　商　業

　　　・世界の大型ロケットの需要は、２５機／年程度と想定される。
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　　  ・商業静止衛星需要と打上げ需要は概ね以下の傾向にある。
　　　　　　　･衛星需要はほぼ横ばいで、より大型化(5ton級以上のクラスが増加)
　　　　　　　･衛星の大型化並びに衛星のデュアル打上げ化の傾向
　　　　

注)　出典　：　COMSTAC2001
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《ＳＴＥＰ　Ⅰ》

◎Ｈ－ⅡＡ標準型の信頼性確立

◎政府ミッションの連続打上げ成功

◎産業化の環境基盤整備　

◎商業受注活動の展開と体制再構築　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ＳＴＥＰ　Ⅱ》　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎Ｈ－ⅡＡｼﾘｰｽﾞの品揃えによる製品力強化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎Ｈ－ⅡＡ増強型の早期実現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎商業打上げの実現　                           　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ＳＴＥＰ　Ⅲ》　

                                                                                                      ◎高信頼性、低価格ロケットの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎Ｈ－ⅡＡ将来型の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎商業打上げの本格化

産業化の為には、官需の下支えが
欠かせない。
　ＨＴＶ（ISSへの補給機）の打上
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GTO：静止ﾄﾗﾝｽﾌｧｰ軌道



　　（１）企業サイド

　　　　　①品質の確保、コスト低減活動の推進

　　　　　②体制の再構築及び基盤整備支援の要請

　　　　　③国際競争力強化のため、需要予測を的確に取り込んだ

　　　　　　　機体ｺﾝｾﾌﾟｯﾄ、先行技術開発を推進　　　　

　

　（２）官サイド

　　　　欧米での政府支援策を参考に、下記課題を検討願いたい。　　　　　　

　　　　　①宇宙分野を日本の科学技術政策の重点分野として一層の推進　　　
　　

　　　　　②政府ﾐｯｼｮﾝに対する国産ロケット優先使用の明確化

　　　　　③アンカーテナント方式等長期且つ拘束力のある打上げ計画の策定

　　　　　④関係省庁にに対する宇宙利用の拡大推進

　　　　　⑤打ち上げ時期制約の一層の緩和

　　　　　　　　　　－　４　－

４．産業化に当たっての課題



５．おわりに

・宇宙開発は将来に亘り成長が期待される

　それを支える我が国自前の輸送手段は必須

・国際的な競争に晒されることが必至の産業分野

・特に、Ｈ－ⅡＡ等大型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは開発・技術・事業

  リスクは依然大きい

・欧米と対等に戦うためには、産業化に向けた企業の

 自主努力とこれへの国の強力な支援が必要

　　　　
　　　　　　　　　　－　５　－
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　(出典)　宇宙開発委員会　計画･評価部会資料　13.8.22（H13.11更新)

：鯨生態観測衛星(一般公募)

：豪州小型衛星

：運輸多目的衛星新1号機

：陸域観測技術衛星

：技術試験衛星Ⅷ型

：月周回衛星

：宇宙ステーション補給機

：運輸多目的衛星2号機

：H-ⅡAロケット性能確認用ペイロード2型

：H-ⅡAロケット性能確認用ペイロード3型

：高速再突入技術実験(宇宙科学研究所)

：ミッション実証衛星(MDS-1;民生部品:コンポーネント実証 ミッション)

：データ中継技術衛星

：次世代型無人宇宙実験システム(経済省)

：環境観測技術衛星

･WEOS

･FedSat

･MTSAT-1R

･ALOS

･ETS-Ⅷ

･SELENE

･HTV

･MTSAT-2

･VEP-2

･VEP-3

･DASH

･MDS-1

･DRTS

･USERS

･ADEOS-Ⅱ

　　　　　　　　　(注1)　△　：　H-ⅡA標準型による打上げ　　　　　□　：　H-ⅡA増強型による打上げ

年度

　△　　　△ 　　　△     　△ 　        △ 　　　　□
試験機#1 試験機#2 情報収集衛星 情報収集衛星   ETS-Ⅷ 増強型試験機
VEP-2 VEP-3

/DASH 　　     △ 　　　    △ 　　△
/MDS-1    MTSAT-1R ＡＬＯＳ 　　　　     SELENE

　　　　△ 　△ 　　　□
DRTS ADEOS-Ⅱ 　　　     △ HTV技術実証
/USERS /小型衛星     (MTSAT-2)
/WEOS/ 　　　　　△
FedSat ｲﾝﾀ ﾈーｯﾄ衛星
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参考１．国内打上げ計画



　　　参考２　商業衛星打上げマーケット動向

　　　

　　　ﾓﾊﾞｲﾙ通信、高速ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの普及により急伸が予想されて
いた低軌道通信衛星群を利用したﾈｯﾄﾜｰｸ通信事業の不振
により、今後10年間の商業衛星打上げ需要予測は、数年前
の予測から大きく後退
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